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実験 

 
１．研究計画の概要 

①考古資料や文献史料などの諸史料を駆
使して、寛永通寳を代表とする近世銭貨の生
産と流通の実態を解明する。 

②金属組成分析など自然科学からのアプ
ローチにより、銭貨の特徴把握や鋳造技術の
解明を図る。 

③中国・朝鮮・ベトナムの銭貨流通につい
て、出土銭貨の分析からその状況を把握し、
共時性について検討する。 

④国家間交易による銭貨および金属原材
料の動態を、海域アジアという広域経済圏の
中で位置づけて考察をおこなう。 

⑤出土銭貨データベースなど研究成果を
ホームページ上で公開をするとともに、グロ
ーバルネットワークの構築によって情報の
共有を目指す。また、各種学会で研究成果を
公表する。 

 

２．研究の進捗状況 

 ①考古資料班は、福岡市埋蔵文化財センタ
ーに収蔵されている博多遺跡群の個別出土
銭について悉皆調査を継続している。また、
宮崎県総合博物館所蔵一括出土銭の分類・整
理作業や山口市教育委員会所蔵出土寛永通
寳のデータベース作成など、海外も含め各地
の博物館や教育委員会等が所蔵している銭
貨について、実見調査や報告書からの資料検
索作業などを精力的におこなっている。関
西・関東という大枞で考えると、寛永通寳の
生産地と流通地には相関がうかがわれる。 

 文献史料班は、日本銀行や住友史料館所蔵
史料の再検討、伊勢地域の史料博捜などをお
こなっている。また、若手の研究協力者を追
加し、近世初期小倉藩の鋳銭事業や秋田藩の

廻銭実態など、これまで未解明の点について
成果をあげている。 

 ②文化財科学班は、各地の教育委員会が所
蔵している寛永通寳などの出土銭貨で、分析
が許されたものについて ICP-AES 法分析や
蛍光 X 線分析をおこない、金属組成分析値の
データ蓄積をおこなっている。新たな知見と
して、近世初期の日本銭貨については、砒素
銅が使用されていることを突き止めた。鋳造
技術を解明するために、小規模な銭貨の復元
実験を開始し、溶けた金属の鋳廻り具合など
について確認をしている。 

 ③海外調査班は、ハノイにおけるベトナム
一括出土銭の調査によって、14 世紀から 16

世紀にかけてのハノイ近郊では、中国銭が流
通銭貨の主体であったことを明らかにした。
ベトナムで寛永通寳や長崎貿易銭を確認で
きたことから、日越交流が明らかとなった。
また、コピー銭主体の一括出土銭が存在する
ことから、流通銭貨の重層性や共時性を明ら
かにするなど、多大な成果をあげている。 

 ④交易班は、東インド会社を中心とした交
易に関する研究報告を、オランダで開催され
た世界経済史学会で報告するなど、精力的に
学会発表や論文の公表をおこなっている。 

 ⑤データサイエンス班は、グローバルネッ
トワークの構築、金属組成分析値の解析、ホ
ームページの作成・管理等をおこなっている。
出土銭貨データベースの一部は下関市立大
学のホームページ上で公開している。国際学
会については、フランス人研究者フランソ
ワ・ティエリー氏を招聘し 1 年前倒しで実施
した。また、イタリアでの EAJS(European 

Association for Japanese Studies)、オラ
ンダでの WEHC(World Economic History 
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Congress)、イギリスでの INC(International 

Numismatic Congress)で英語による報告を
おこなった。メンバー全員による研究集会は
毎年開催しており(北九州市・沖縄県・神戸
市・下関市)、進行中の研究概要を報告するこ
とによって、研究領域の異なるメンバー間で
問題意識を共有しあっている。また研究成果
を、日本考古学協会、社会経済史学会、日本
化学会、三田史学会、出土銭貨研究会などの
学会で報告した。大英博物館所蔵日本貨幣カ
タログが出版された。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

 金属組成の分析に留まらず、当初の計画に
はなかった銭貨の復元実験に着手できたこ
とは大きな前進であると考えている。韓国で
の出土銭実見調査に着手できていない点は、
最終年に必ず取り組まなければならない。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 ①藩札などコイン以外の貨幣についても
実見調査を開始したので、継続的に実施して
いく。 
 ②海外に散逸している重要な日本貨幣に
ついての情報を集める。フランス国立図書所
蔵日本貨幣については、今夏に実見調査をお
こない、データベースを作成することとして
いる。 
 ③復元実験で鋳造した銭貨の金属組成分
析をおこなう。可能であれば、寛永通寳本来
の大きさ(100 枚程度)の枝銭を復元鋳造し、
鋳造技術の問題点を明らかにしていく。 
 ④最終の研究集会を東洋大学で開催する
ことにしており、各班それぞれが成果をまと
める。出版社と交渉し、成果物を書籍として
刊行できるように努力する。 
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